
ラテンアメリカ・レポート Vol.25 No.1■ 3

【特　集】 ブ ラ ジ ル

はじめに

ブラジルでは1990年代以降，都市部を中心とし

た地方自治レベルにおいて，保健医療サービスの

提供や住宅インフラ整備などの分野だけでなく，

予算や政策の策定などにおいても住民参加型の行

政手法が取り入れられるようになっている

（Avritzer org.［2004］）。そしてこのような変化が，

同国において古くから活発な活動を展開し，市民

権を掲げて政府や企業との新たな関係構築を模索

するようになった社会運動との関連から論じられ

るとともに，市民的公共圏の創出や市民社会の興

隆などが，同国の重要な社会構造変容の一つとし

て指摘されてきた（Gohn［2001］）。

都市社会運動を起源とする住民組織を活用した

参加型の政策のひとつに，「自主管理ムチラン」

（Mutirão Autogerido：以下，ムチラン）（１）という低

所得者向け住宅政策がある。ムチランとは貧困層

が無償の協働作業により自らの住宅を建設する政

策であり，1980年代の実施初期から都市貧困層に

よる生活改善の新たな試みとしてブラジルで注目

を集めている。

筆者のこれまでの研究によれば，ムチランは居

住環境の改善だけでなくコミュニティとしての連

帯感を強め，都市貧困層の社会的包摂に一定の成

果を上げているといえる。しかし一方で，同政策

の参加者は最も貧困状態に置かれている人々では

ないのではないかという疑問が生じた（近田

［2004］）。なぜなら，ムチランでは実施前に社会運

動への活発かつ長期にわたる参加が必要なことに

加え，実施期間中にも厳しい規則の遵守を要する

毎週末ごとの協働の義務労働が課せられるが，最

貧困層はこれらの実践を可能とするような社会経

済的状況にはないと考えられたためである。ムチ

ランに参加するのが具体的にどのような階層の

人々なのかについては，筆者が知る限りでは，こ

れまで実証的な研究はあまり行われてこなかった。

そこで本稿ではこの点を明らかにすることを目的

として，筆者が二つのムチラン住民組織に対して

実施したアンケート調査の結果を紹介したい。

本稿の構成は以下のとおりである。最初にアン

ケート調査の概要を述べる。次にアンケート調査

の結果を，住民組織の人口構成，社会運動への参

加，コミュニティとの関わり，居住環境，の四つ

の項目において整理し提示する。さらに，以上の

結果を踏まえてムチラン住民組織参加者のプロフ

ィールを述べる。そして最後に，今後の課題を述

べることでむすびにかえたい。

１．調査対象の住民組織

アンケート調査は，サンパウロ市南東部に位置

ブラジルの住民組織のプロフィール
―住民参加型住宅政策の参加者は誰なのか？―

近田亮平

アンケート調査の概要1
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するジャルヂン・セレスチ地区の「ジャルヂン・

セレスチ２協会」（Associação de Construção por

Mutirão Jardim Celeste 2：AJC2）と「ジャルヂン・セ

レスチ４協会」（AJC4）という二つの住民組織を対

象に実施した（２）。社会運動を活用した住民参加

型住宅政策であるムチランは，社会運動の参加者

を構成員として，AJC2やAJC4のような住民組織

をプロジェクト単位で結成して実施される。ジャ

ルヂン・セレスチ地区にはAJC2とAJC4に加え，

異なるプロジェクトによって結成された住民組織

がさらに五つ存在する。AJC2とAJC4を対象とし

た理由は，第１に，なるべく多くのデータを集め

るためと，第２に，次に述べるように二つの住民

組織では協働作業への参加の度合いが異なり，そ

の違いが参加者のプロフィールとどう関係するか

を考えるのに有用な事例であると考えたためであ

る。二つの住民組織の概要は次のとおりである。

AJC2は，参加者が無償かつ協働で住宅を建設す

ることを目的に結成されたムチラン住民組織であ

る。AJC2の建設予定住宅数は200戸で，1992年１

月に建設が開始された。住宅の引渡しは1994年に

予定されていたが，サンパウロ市政府の政権交代

によりプロジェクトが幾度となく中断された。住

宅の建設は2006年の本アンケート調査実施時点で

終了していたが，プロジェクトの継続性に支障を

きたした市政府との関係が悪化したことなどから

依然として土地の権利が正規化されておらず，入

居とともに開始されることになっていた市政府へ

の資金返済は行われていなかった。

一方のAJC4のプロジェクトは100戸の住宅建設

を目的として1997年に開始された。AJC4も住宅

建設のために結成された住民組織であるが，住宅

の建設方法などが通常のものとは次の点で若干異

なる。通常のムチランでは用地確保などのために

自治体から資金援助が行われ，AJC4でも同様にサ

ンパウロ市政府から援助を受けるが，参加者の無

償協働作業による住宅建設は住宅の１階部分など

一部に限られ，残りの部分の住宅建設は，建築資

材の手配を含め各世帯の構成員自らの資金と労働

力により行う「自助建設」（auto-construção）という

方式が採用されている。AJC4のプロジェクトも，

市政府の政権交代などの影響から資金が滞るなど

の問題が発生し，進捗状況の遅れやプロジェクト

内容の変更などを余儀なくされることになった。

AJC4ではアンケート実施時点で大半の住民がすで

に入居していたものの，依然として建設中のため

住民が不在の住宅も散見された。

２．アンケート調査の実施方法

アンケート調査は二つの住民組織の全住宅を戸

別訪問し，住民組織のリーダーの協力を得ながら

調査者が居住者にアンケート調査票の質問事項へ

回答してもらう方法で実施した。実施期間は2006

年11月26日～12月３日および同年12月14日～16

日の２回である。

建設予定住宅数200戸のAJC2では，調査実施時

点で188戸が存在したが，転出などにより９戸が

空き家であった。したがって，居住者のいる住宅

は179戸で，このうち154戸からデータを収集した。

ただし，プロジェクト終了後の売却や賃貸などに

より，154戸のうち３戸にはムチラン参加者では

ない住民が居住していた。

また，建設予定住宅数100戸のAJC4に関しては，

調査実施時点で102戸が存在したが，転出などに

より１戸が空き家であった。したがって，居住者

のいる住宅は101戸で，このうち71戸からデータ

を収集した。ただし，プロジェクト終了後の売却

や賃貸などにより，71戸のうち５戸にはムチラン

参加者ではない住民が居住していた。

ブラジルの住民組織のプロフィール
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または夫婦」と「子供と同居」を合算した核家族

であった。世帯主（４）に関してはAJC2の41％が

独身女性であったのに対し，AJC4の割合は27％

と低かった。

AJC2はAJC4と比べて，人口構成において女性

比率が高く，世帯主が独身女性である割合が高い。

さらに世帯人数が多く，10歳未満と60歳以上の被

扶養者が多い。一般的に女性は男性よりも就労条

件が劣ることを考えれば，AJC2はより貧困な世帯

３．質問事項

アンケート調査は大別して，家族（família），住宅

（casa），人間関係（contatos），社会運動（movimentos）

の四つの項目について質問を行った。各項目の質

問事項は次のとおりである。

家族：家族構成と各構成員の性別，年齢，婚姻

状況，学歴，職業，所得，ムチラン住宅

入居前の住居形態。

住宅：テレビなどの基礎的な生活財の有無，住

宅の建築進捗状況，住宅に対する満足度

とその理由。

人間関係：所属コミュニティに対する満足度と

その理由，日常生活で最も関わりの多い

人物，助けが必要な時に頼りとする人物。

社会運動：社会運動への参加の有無と参加者，

参加する社会運動の種類，頻度，理由，

活動，役職経験の有無。

以下にアンケート調査の集計結果の一部を紹介

する。

１．ムチラン住民組織の人口構成

アンケート調査で捕捉できた二つのムチラン住

民組織の人口は，AJC2が551人，AJC4が232人で

ある。平均年齢はそれぞれ31.6歳（男性29.8歳，女

性33.1歳）（３）と31.7歳（同30.2歳，33.2歳）でほとん

ど差はない。男女比率はAJC2が男性43％対女性

57％，AJC4が49％対51％で，AJC2の方が女性の

比率が高い。性別および年齢別の人口構成は図１

のようになる。また，１世帯の平均人数は，AJC2

の3.58人に対してAJC4は3.27人でAJC2の方が多

い。世帯人数構成は図２のとおりである。AJC2で

は全体の４分の１に当たる25％が孫や親類との同

居家族であったのに対し，AJC4は89％が「単身

アンケート調査の結果2
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を多く含むことが推測できる。

住民組織への参加世帯の所得水準を見るべく，

世帯構成員の中で所得を有する者の月額所得金額

について質問を行った。表１はその集計結果であ

り，最低賃金の何倍の所得を得ているかを示して

ある。なお最低賃金とは，就労者とその家族に食

糧・住宅・交通などの生活ニーズの最低限の充足

を保障する所得水準とされ，憲法により定められ

ている。しかし，実際の最低賃金の額はひと月の

基礎的食糧および生活品（cesta básica）購入額の２

倍前後となっており（Ministério do Trabalho e

Emprego［2006］），養育費などが必要な世帯の収入

としては決して十分ではない。また，2006年のブ

ラジル全体において，世帯所得が最低賃金未満の

割合は14.7％，最低賃金の１倍以上２倍未満が

23.3％，同２倍以上３倍未満が16.9％で，所得な

しが2.5％であった。世帯の１人当たりの所得では

最低賃金の２分の１未満の割合が25.0％，同２分

の１倍以上１倍未満が27.3％，１倍以上２倍未満

が 23.3％，２倍以上３倍未満が 8.3％であった

（IBGE［2007］）。

AJC2の世帯および１人当たりの所得は世帯の最

大値（５）を除き，平均値と中央値ともにAJC4より

も低くなっている。したがって，所得の面から人

口構成で推測した二つの住民組織の経済状態の違

いを確認できたといえる。また，AJC2は標準偏差

も低いことから，AJC4よりも全体的に低所得であ

るとともに経済的に同水準にある世帯が多いこと

がわかる。さらに，ブラジル全体との比較では，

二つの住民組織の平均値と中央値ともに最貧困層

を上回る数値となっており，所得の面から，ムチ

ラン参加者が最も貧困状態に置かれている人々で

はないという筆者の推測が，誤りでないことが確

認できた。

さらに，生活財の所有状況について質問した。

その結果，テレビの所有率はAJC2が99％でACJ4

が100％，冷蔵庫は同様に99％と100％であった。

また，電子レンジはそれぞれ41％と59％，車は

25％と34％であり，インターネットに接続したパ

ソコンは11％と16％，電話（固定と携帯の両方を所

有）に関しては36％と47％であった（６）。

生活必需品であるテレビと冷蔵庫に関しては二

つの住民組織ともに所有率は高く，両者の間の差

はごくわずかである。しかし，必需品とはいえな

い電子レンジ，および低所得者層にとって経済的

な負担がより大きい車，パソコン，固定と携帯双

方の電話の所有率に関しては，AJC2の方が低くな

っている。これらのことから，前段の所得に加え

所有生活財の面からも，AJC2のより困難な経済状

態を把握することができる。

２．社会運動への参加

社会運動への参加に関して，q参加者の有無，

w２人目の参加者がいるか否か，e参加する社会

運動の活動の種類，について質問した。qとwの

調査結果を図３に，eを図４にまとめた。qにつ

いて，AJC2では77％が参加すると答えたのに対

し，AJC4では53％にとどまった。wでは，２人

目の参加者のいる割合がAJC2の方が若干高いもの

表１　世帯と1人当たり所得の分散状況および変化

世帯所得 1人当たり所得

AJC2 AJC4 AJC2 AJC4

平均値 2.44 3.18 0.75 1.15 
中央値 2.19 2.86 0.67 1.00 
標準偏差 1.70 2.03 0.47 0.79 
最大値 10.00 9.14 2.86 3.56 
最小値 0.00 0.00 0.00 0.00 

（注）数字は最低賃金の何倍であるかを示す。
調査時の最低賃金額は350レアル。

（出所）筆者作成。

単位：
最低賃金
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の，二つの住民組織ともに参加者が１人である割

合は８割を超えた。eについては，二つの住民組

織ともに「会議，ミーティング」の割合が６割強

と最も高い。しかし，「デモ行進，土地・建物の占

拠」への参加がAJC2の27％に対しAJC4は19％で

ある一方，「その他（住民組織以外のものも含む）」

の割合はAJC2の2％に対しAJC4は10％であった。

これらの結果から，家族の中で社会運動に参加

する人数は１人である場合が多いものの，参加の

割合はAJC2の方がAJC4よりも高いことがわかる。

ムチランでは政策の対象者となるため社会運動へ

のより多くの参加が必要であるが，住宅の建設終

了後の参加は任意となっている。したがって，政

策の制度上の必要性がなくなったためAJC4では社

会運動への参加が低下したと考えられるが，一方

のAJC2では依然として参加が継続している。しか

も，AJC2がより多く参加する社会運動の活動には，

自己および所属コミュニティの生活環境の改善に

結びつくものが多いことがわかる。AJC2のより活

発な参加は，より長い時間と多くの労力を共有し

ながら参加者の住宅を全員で建設するというAJC2

のプロジェクトの特色に加え，前段で明らかにな

った経済状態との関連性も考えられよう。

３．コミュニティとの関わり

参加者が所属する住民組織というコミュニティ

との関わりについて，住民組織に対する満足度と

「何かしらの助けが必要な時に誰を頼るか」を質問

した。その結果，満足度に関してAJC2では94％

が満足で６％が不満，AJC4では91％が満足で9％

が不満という回答であった。また，「助けが必要な

時に頼る人」に関する結果をまとめたのが図５で

あるが，「所属住民組織で最も親しい人」，「所属住

民組織のリーダー」，「全ジャルヂン・セレスチ地

区（AJC2とAJC4が所属する上部組織）で最も親しい

人」，「（以前住んでいた）出身地区の住宅運動関係

者」と回答した割合は，二つの住民組織でほぼ同

じであった。しかし，「全ジャルヂン・セレスチ地

区のリーダー」および「ジャルヂン・セレスチ地
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図３　家族の中で社会運動に参加する人

（出所）筆者作成。
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（出所）筆者作成。
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区以外の隣人」と回答した割合が，AJC2の７％と

７％に対しAJC4は０％と１％と低かった。一方で，

家族や親戚などの「その他」の割合はAJC2の

27％に対しAJC4は42％と高かった。

これらの結果から，二つの住民組織ともに自ら

が所属するコミュニティに対する満足度は非常に

高いことがわかる。また，「助けが必要な時に頼る

人」は二つの住民組織とも半数以上を所属コミュ

ニティ関係者が占めており，回答者のコミュニテ

ィに対する信頼の高さを表している。しかし，

AJC4では家族などの社会運動と関係のない人を頼

る割合が高いのに対し，AJC2ではその割合は低く，

頼る相手も多様化している。したがって，社会運

動への参加をとおして所属コミュニティに対する

満足度が高まるとともに，信頼できる人間関係の

範囲が拡大していると考えられよう。

４．居住環境

居住環境に関しては，qムチランの住居に入居

する前の住居形態，w住宅に対する満足度，e基

礎建築終了後の住宅建築進捗状況，について質問

した。eの質問は，ムチランでは住宅の基礎工事

終了時点で参加者が居住を開始するが，内外装整

備をはじめ住宅完成までの最終建築工程は個々の

参加者が各自で行うことから，各世帯により住宅

の整備状況が異なっているためである。qの結果

をまとめたものが図６である。なお「ファヴェー

ラ」（favela）とは，土地不法占拠によって形成され

た貧困層住宅群であり，無秩序かつ非衛生的な外

観や治安の悪さ，劣悪な居住環境などを特徴とす

る。また「コルチッソ」（cortiço）とは，主として都

市の中心部に位置する古い大邸宅の一部を，又貸

しなどの違法な賃貸契約により間貸しする集合住

宅で，シャワーやトイレなどが共同で，衛生面な

どにおいて居住条件は劣悪である。図６によれば，

6040 503020 70 80 90 100
（％）

所属住民組織で最も親しい人

所属住民組織のリーダー

100

AJC4

AJC2 33％ 8％ 7％

4％

32％ 8％

0％ 3％

全 JC地区で最も親しい人

全 JC地区のリーダー

出身地区の住宅運動関係者

7％ 27％

1％

42％

15％

14％

 JC以外の隣人

その他（家族、親戚など）

図５　助けが必要な時に頼る人

（注）２回答まで。
（出所）筆者作成。

6040 503020 70 80 90 100
（％）

ファヴェーラ

コルチッソ

100

AJC4

AJC2

間借り（家賃なし）など

賃貸住宅

その他（持ち家など）

18％
27世帯

2％
3世帯

61％
93世帯

5％
8世帯

12％
8世帯

71％
47世帯

0％
0世帯

6％
4世帯

14％
21世帯

11％
7世帯

図６　ムチラン住宅入居前の住居形態

（出所）筆者作成。
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な経済状態にあり，以前の住居形態もより劣悪で

あったAJC2において，住宅に対する満足度が

100％となっていることは注目に値する。しかし

その一方で，住宅の完成度は二つの住民組織とも

に約半数にとどまっていることに加え，住宅建築

作業の中断や中止がAJC2で多く見られている。そ

して，このような住宅に関する未解決の問題の存

在が，前述した社会運動への参加のあり様と関連

していると推測できよう。

アンケート調査の結果をもとに，社会運動を起

源とする住民組織を活用した参加型住宅政策であ

るムチランに参加し，住宅を獲得した貧困層のプ

ロフィールをまとめると次のようになる。

ムチラン住民組織に参加する世帯は，AJC2にお

いて女性比率および独身女性が世帯主である割合

がより高い。加えてAJC2は世帯平均人数がより多

く，被扶養者の割合も高い。これらの事実から

AJC2はAJC4よりも，より貧困な世帯の割合が高

いといえる。そして，実際に二つの住民組織の経

済水準に違いがあることが，所得および生活財の

所有状況に関する調査結果から確認することがで

きた。住宅建設工程をすべて無償協働作業で行う

AJC2の経済状態は，一定の自己資金をもとに住宅

を部分的に自助建設するAJC4よりも厳しく，住民

の経済状態によって異なるプログラムが実施され

ている実情がわかった。さらに，ムチラン参加者

の所得水準はブラジルの最貧困層よりも高いこと

が明らかとなり，所得の面において，ムチラン参

加者は最も貧困状態に置かれている人々ではない

という筆者の推測が，誤りでないことが確認でき

た。

AJC2の方がファヴェーラ（AJC2：18％，AJC4：

12％）やコルチッソ（同２％，０％），親族などの住

宅の間借りで家賃を支払う必要のない住宅（同

14％，11％）に居住していた割合が高く，賃貸住宅

（同61％，71％）の割合は低くなっている。

また，wに関してはAJC2では100％が満足して

いるのに対し，AJC4では96％が満足で４％が不

満だと答えた。そして，eの結果をまとめたもの

が図７で，二つの住民組織ともに約半数の世帯が

住宅建築を「完成またはほぼ完成」させている。

しかし，建築作業を「継続中」としている割合が

AJC4の27％に対しAJC2は13％と低く，建築作業

を「中断または中止」したまま居住している割合

はAJC4の24％に対してAJC2は36％と高くなって

いる。

これらの結果から，ムチラン住民組織参加者は

実際により良い住居形態を獲得したことに加え，

建設した住宅に対して高い満足感を得ていること

から，ムチランにより貧困層の居住環境は以前に

比べ改善したことが確認できた。特に，より困難

ムチランにより住宅を獲得した
貧困層のプロフィール

3完成／ほぼ完成

継続中（未完成）

49％
33世帯

51％
77世帯

13％
20世帯

24％
16世帯

27％
18世帯

中断／中止（未完成）

36％
54世帯

AJC4

AJC2

図７　住宅建築進捗状況

（出所）筆者作成。



10

ブラジルの住民組織のプロフィール

また，社会運動への参加に関しては，AJC2の方

がAJC4よりも活発であるとともに，プロジェクト

終了後も参加が継続していること，そして，参加

する社会運動の活動が居住環境の改善に結びつく

ものが多いことがわかった。また二つの住民組織

ともに，コミュニティに対する満足度は非常に高

く，半数以上が非常時にコミュニティ内の人を頼

ると回答しており，信頼度も低くはない。しかし，

AJC2の方がコミュニティ内の人を頼る割合が高い

とともに，頼る相手が社会運動関係者を中心に多

様である。長い時間と多くの労力を共有しながら

参加者全員の住宅を自ら建設し，より厳しい経済

状態にあるAJC2では，社会運動への参加が活発か

つ継続的であるとともに，このことをとおして信

頼できる人間関係の範囲がより広められていると

考えられる。

居住環境については，二つの住民組織ともに住

宅への満足度は高くなっている。また，ムチラン

では住宅が将来的に持ち家になるよう設計されて

いることから（７），住居形態は以前よりも改善し

たといえる。特に本稿では，相対的に以前の住居

形態が劣悪で所得の低いAJC2が，ムチランという

政策と社会運動へのより高いレベルでの参加を通

じ，100％の満足度を感じる住宅のみならず，高

い信頼を寄せるコミュニティをも獲得したことが

明らかとなった。また，ファヴェーラなど劣悪な

住宅形態の出身者が筆者の事前に予測したよりも

少なかったが，このことは，ムチラン参加者が最

貧困層ではないという筆者の推測を，所得以外の

点から傍証するものだといえよう。

むすびにかえて―今後の課題

本稿における考察から，二つのムチラン住民組

織の参加者の特徴として二つの点が明らかになっ

たと考える。第１に，彼らがブラジル社会の底辺

に位置する最貧困層ではないという点である。第

２に，実施形態が異なる二つのムチランで参加者

の経済状態に違いが見られるという点である。住

宅すべてを無償協働で建設するAJC2が，自助部分

のあるAJC4よりも劣る経済状態にあった。二つの

住民組織ともに住宅が完成している割合は約半数

にとどまっており，依然として住環境の改善の余

地は大きいが，AJC2では建築作業を中断している

割合がより高くなっている。その一方で，AJC2の

社会運動への参加はAJC4と比較して現在も高い水

準を維持している。彼らの社会運動への参加が，

経済状態や居住環境とどう関係しているのかは興

味深い論点である。アンケート調査では社会運動

への参加の動機なども質問しており，この点を調

査で得られたデータの分析により明らかにするこ

とが，今後の課題として挙げられる。

注

a 「ムチラン」とはポルトガル語で「相互（扶助）」

を意味する。なお，同政策の概要については後述

の各拙稿を参照。

s 両住民組織の概要については，União dos

Movimentos de Moradia São Paulo［2006］，

Prefeitura do Município de São Paulo［n.d.］，およ

び筆者の過去の現地フィールド調査に基づいてい

る。

d 年齢が不明だったAJC2の女性１人（世帯主）の

年齢を「第一子の年齢（12歳）＋20歳＝32歳」と

仮定した数値。図１の人口分布も同様。

f 本調査では世帯内の最高齢者，または女性の最

高齢者が男性配偶者（事実婚を含む）と同居して

いる場合にはその男性を「世帯主」とした。

g 本来，ムチランへの参加条件は月額世帯所得が

最低賃金の５倍以下となっている。住宅の建設方

式が異なるAJC4の場合は同条件が緩和されてい

る可能性があるが，それも含め，今後の現地調査
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で確認する予定である。

h 固定電話のみの所有はAJC2が34％でAJC4が

26％，携帯電話のみが同19％と17％である。し

たがって，AJC2も何かしらの電話機器を所有す

る割合は低くないが，より費用のかかる固定と携

帯電話の両方を所有する割合は相対的に高くはな

い。

j 前述した政権交替によるプロジェクトの中断な

どから，調査実施時点においてAJC2とAJC4のム

チランの住宅が将来的に持ち家となるかどうかの

見通しは立っていない。
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